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1.緒言

野外活動では予測や宇IJ~析が難しい場面が想定さ

特にその指導において強く不安に感じること

がある.不安には，ある状況下で大きく変動する

ような状態としての不安と，ある個人において比

較的一定していると言われる性格特性としての不

安がある(岩本ら 1989).Spielbergerは不安傾向

の高い人は，失敗や白己評価への脅かしにあうと，

不安傾向の低い人より脅威を感じると述べている

(曽我 1993)‘指導場面に置き換えると特性不安が

高いと状態不安が高まり的確な指導をすることが

閤難になることが予想され傘さらに性格特牲によ

って不安に感じる指導場面や程度が異なることも

考えられる.

そこで本訴究では，ブレツ、ンニエマ

ずる指導学生の指導不安の探究を行い，

の投格特性卦特今生千;安との関連を明ら

ことを::-r]fめとすゐる
2.研究方法

[対象者1B大学の野外スポーツコース

86名を対象とする.支た新入生を対象にれわれて

いるフレッシュマンキャンブを指導場面として想

定する.3・4回生は指導者(キャンプカウンセラ

ー)の経験を有し， 2回生は今後指導に携わる予

定にある.

{調査方法}事前アンケートを基に筆者が独自に

作成した指導不安尺度(30項目)，小塩ら (2012)が

作成したTlPI-J尺度(10項目)，清水ら (1981)が
作成した STAI尺度(20項目)によるアンケート調

査を実施した統計的処理にはSPSSを使用し，因

子分析，相関分析，分散分析 t検定を行った，

3.結果と考察

指導不安尺度 :30項目を因子分析したところ，

f対人指導不安(9項目)j，f知識・指導経験不足

不安(6項目)， f潜在リスク不安(10項目)の 3肉子

25項目に分けることができた.

指導不安について字詰Jjにで比較したが，すべて

の因子で有怠差は認められなかった，

指導不安について学守二にて比較を行った結果， 3

因子すべてで有意差が認められたまた，多重比

較の結果「対人指導不安Ji知識ー経験不足不安;

において 2回生と'1[1J]生の間に有意差が認められ

たl'潜在リスク不安jにおいては 3回生と 4回生

の間に有意傾向が認められた 4回生のほうが2・

3回生より指導不安は低かった.このことから，指

導経験により差がみられたと考える.

性格特性と指導不安の「外向性j と「対人指導:

不安J，I開放性j と「潜在リスク不安(こ弱し、負

の相関が認められた(表1).外向性得点が高いと

対人指導不安は低くなる.また開放性得点が高い

と潜在リスク不安は低くなることが示された.水

野(1997)によると，外向性は対人関係を円滑に処

理することと強し、関連があると述べている.この

ことから，本研究でも示唆される結果とたった

表1 指導不安と性格キ射笠の格闘関係
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本訟 ~ <.01 

淳子性不安Jと撚幕不安の r対人指導不安j

在リスク不安 I:こ寺弘、;正の相関が認められた(表

己).つまり，特怪不支が高くなると対人指導不安

と潜在リスク不安も高くなることが示された a キ

ャンパーは大学生で、あるため，ある干呈度自身で考

えて行動できることが考えられる.よって，キャ

ンプカウンセラーの指導不安はそれほど高くなら

なかった指導対象が変われば指導不安は高くな

ることが考えられる.
表2 指導不安と特性不安の相関関係
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4.結語

本研究では指導不安と性格特性・特性不安に関

連があることが明らかになった.

このことから，事前にキャンブディレクターは

キャンブカウンセラ一個人の特段不安や性格特性

なども踏まえて助言や指導について再E慮し，指導

不安を軽減する必要がある.

今後の課題として，対象者や野外活動場面を変

えて検言、Tずる必要がある.
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